
令和７年度 事業計画  （認定こども園 鈴蘭台北町こども園） 
   

     令和７年度 雄岡山福祉会 スローガン         『変革と挑戦』 ～Change ＆ Challenge～   意思のあるところに道は開ける 
 

＜ビジョン１＞ すべての活動、関わりが利用者第一にある施設 
目標 課題 現状 方針・計画 具体的行動内容 

・子どもたちが安心して過ごせる環境を整える 
 
・利用者、こども達第一を基軸に、法人の 
 全ての行動を変革 
 
・子どもたちの成長を保護者と共に喜び合えるよ
うな関わりを見直す（伝え方、可視化） 

・施設の整備、改修、修繕 
・職員の意識改革 
・利用者のプライバシー保護 
・虐待防止 
 
・成長の可視化 

・経年劣化による環境の修繕箇所が所々出
てきている 
・職員自身が自分の姿を見つめるチェックシ
ートの実施や研修を行っている 
・日々の子どもたちの様子をスライドや掲示
物等使用し、成長やその過程を共有している 

・環境について、職員一人一人が意識を持っ
て、気付きは発信しあう。 
・チェックシートへのフィードバックや研修後
の話し合いなど自分たちの保育を見なおす 
・保護者との連絡ツールが変更になる分、再
度可視化の目的・方法を園全体で考え、実
践する 

・日頃からの環境整備を心掛け、いつもの情
景が当たり前にならないよう意識を持つ。 
・研修等を通して自分自身を見つめ、お互い
に他者を理解し、関わりを持つ。 
・可視化するとともに、保護者へ何を伝えたい
のか、職員同士で話し合いをもち、同じ思い
で取り組む 

＜ビジョン２＞ ユニークで存在感のある法人 
目標 課題 現状 方針・計画 具体的行動内容 

・特徴ある保育やサービスの提供 
 
 
・自然豊かな環境の活用 
・地域との交流をさらに充実させ、新たな活動も
計画していきたい 
 
・幼老共生を確立し、更に障がい者支援、発達 
 支援を含めた雄岡山福祉会のブランド確立 
 

・法人としての取り組んでいる事業内容を
職員間で共有 
 
・自然体験事業の拡充 
・夕涼み会や親子自然体験の拡充 
 
 
・新たな事業の模索 
・法人活動のアピール 

・月 2 回実施している小規模で実施している
「すまいるひろば」で、どういったことをしてい
るか知らない職員もいる 
・各施設の行事や取り組みは様々あり、お互
いの取り組みの詳細を知らない部分がある。 
・地域福祉センターでの「ふれあい給食会」
に参加している。 
・親和大学に運動会の会場としてアリーナを
借りたり、5 歳児がラグビーをしに出掛けた
り、また大学主催の「キッズオープンキャンパ
ス」に参加したりしている。 

・児童館職員が中心になり実施している「す
まいるひろば」だが、いろいろな職員が参加
する 
・雄岡山福祉会をもっとひろげていくために、
リーダーが中心となり、雄岡山福祉会の活動
を広めていく 
・地域福祉センターには 5 歳児が参加してい
るが、園にも地域の方に来ていただき、子ど
もたちと一緒にあそぶ時間を計画し、北町の
事、強いては雄岡山福祉会の活動を知って
もらう。 
・5 歳児だけでなく、園全体として大学との関
わりを増やしていく。 

・「すまいるひろば」の日程、年間２０回開催
予定し、１０回は小規模と北町で担当するよう
設定し、プログラムやねらいを明確化する。そ
の上で職員も参画できる仕組みを立てる。ま
た、参加することで、地域のニーズを職員が
感じられるよう、ふり返りも行う。 
・おっこう山、里山を利用して親子での体験
する機会を企画する。また、各施設への法人
内研修の機会をもち、互いの様子をもっと体
験を通して知る。 
・地域の方にあそびを教えてもらう等ふれあ
いの機会を月毎に計画する。 
・親和大学内を月 2 回は散歩コースとして使
用させていただき、地域の中で子どもたちが
生活していることを知っていただく 

＜ビジョン３＞ 一人ひとりがやりがいを持って働く現場中心の強い法人 
目標 課題 現状 方針・計画 具体的行動内容 

・現場中心に考え、職員一人ひとりの創意工夫を 
 促す（人材育成） 
 
 
・現場支援機能の強化 
 
 

・職員研修、各種委員会活動の拡充 
・働き方改革の推進 
・職責、職種ごとの会議開催 
 
・本部支援体制の強化 
・業務の見直し、DX 化 

・日々の保育をしていく中で、職員が同じ目
的に向かっているようで、それぞれが自分の
することを進めていた感じがある 
・発達の段階を追って、保育できていない 
・研修の充実…リーダー、サブリーダーがい
て、保育の中で若手へ伝えていくことが充分
にできていないと感じる 

・子どもたちの６年間、どういう風な目標をもっ
て保育していくのか、言葉だけでなく、可視
化して職員全員で同じ思いで保育していく 
・職員一人一人の得意な部分等、みんなが
それぞれのことを理解して、互いに支えあう 

・保育について、それぞれが話をできるよう
日々短時間で話す流れをつくる。また、定期
的な共有の場をもつ。 
・職員一人一人の良さを発揮できるよう、お互
いのことを知り、保育に活かしていく。 

＜ビジョン４＞ 安定的な財務体質への改善 
目標 課題 現状 方針・計画 具体的行動内容 

・収益効率の抜本的改善 
 安定的な財務体質への改善 
・リスク管理態勢の強化 
 

・園児、入居者の確保 
・職員の確保 
・施設事務職員の意識改革と能力向上 
・幹部職員の経営意識の醸成 
・施設毎の予算管理の強化 
・BCP 策定 

・地域保護者の入園希望等を把握できるよ
う、小部児童館、小規模すずきたと連携を取
っている。 
 
・実習生やトライやるウィーク、ワークキャンプ
等学生の受入れを積極的に行い、保育教諭
の仕事について興味関心をもってもらうよう心
がけている。 
 

・地域の方へもっと園に来てもらえるような企
画をし、地域の方のニーズを知る機会を作る 
・一時保育や園庭開放等保護者対応の際に
は、各施設で知り得た情報を適時共有してお
き、利用される方の安心へとつなげていく。 
・保育の仕事に興味関心をもってもらえる機
会として、学生の受入を引き続き、積極的に
行う。 

・「すまいるひろば」だけでなく、地域親子を
はじめ、地域の高齢の方なども来てもらえる
会を企画する。 
・対応した記録シートを作成し、知り得た情報
を共有する際に活用する。また、2 か月ごとに
情報交換や課題等を話し合う拠点会議をも
つ(北町・すずきた・小部児童館) 
・卒園児があそびに戻ってこられるような子ど
もたちの“ふるさと”にしていく。 
・親和大学の学生との交流を通して、保育教
諭への興味関心をもってもらう。 


